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　新年おめでとうございます。今年はSTEM教育元年！

令和7年度から、ぷらっとホーム算数教室にモノ作りを

通じてSTEM（の母体となる算数）を学ぶクラスが追加されます。
それに伴い「放課後モノ作り教室（第4火曜日にプラザ学園前集会所で実施）」は終了します。

では、モノ作り体験が算数教育に及ぼす効用について…。

 「モノ作り」とは、成功や失敗の際の感情や、科学に

触れた際の感覚を、体や心に刻み付けさせる手段です。

　その感情や感覚に訴えながら算数を理解させるのが、

このクラスの特徴です。モノ作りを通じて得られる五感

を子ども達と共有しながら、図形や数の概念を身に着け

させることができる教材を現在開発中です（どうぞお楽しみに）。

「モノ作りの楽しさ」を子供たちに伝える人材を育成する

ために、認知症カフェ「ぷらっとカフェ（毎月第2木曜日に実施）」

でワークショップを開催しています。ここで培ったスキル

を活かし、算数教室の講師になることも可能！ おしゃべり

しながら「モノ作り」、そしてリスキリングの場としての

「ぷらっとカフェ」へのご参加をお待ちしています。

～2025年、明けましておめでとうございます～

毎月第4火曜日の午前中「ステム教育研究会」を開催中。ご参加お待ちしています。
©Asahi Naoko　2025/1/８

2025年はSTEM教育元年！

子ども達とモノ作りを…

算数を心と体で理解する


